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―統合から排除へ―

The National Flag Movement in American Public Schools in the Late 19th Century :
In Search of Diversity or Unity?
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Abstract

All children in American public schools are usually obliged to pledge allegiance to the flag of the
United States and to the Republic. While the ceremony arouses patriotic sentiment in children, it seems
to prevent children from thinking critically or deliberately about the meaning of the ceremony and the
words. This paper aims to (1) delineate the beginning of the national flag raising ceremony and pledge
of allegiance in the public school, and (2) consider whether the national flag movement integrated
various peoples into American citizens or excluded others with particular ascriptions.

The Civil Rights Act (1866) and the 14th Amendment to the U. S. Constitution (1868), which was
enacted after the Civil War, made all the people born in the United States American citizens.
Theoretically, every child was given a chance to learn in public schools, which led to diversity in schools.
Although the national flag was displayed in every battle field in the Civil War, it was rarely hoisted on
the public schoolhouses.

In October 1892, Columbus Day celebrations were held in many cities in the United States. The
official program was published in The Youth’s Companion edited by Francis Bellamy, which included a
proclamation by President Harrison. According to the program, almost all public schools in the United
States hoisted the national flag on their schoolhouses, and children participated in the celebrations and
pledged allegiance to the flag as a symbol of diversity and unity.

In the 1890s, the national flag raising movement prevailed even more widely owing to the activities
by the editors of The Youth’s Companion, Grand Army of the Republic (GAR), and some other
closely‒related organizations. They often presented the national flag to public schools and persuaded
children to be patriotic. Some boards of education held flag day ceremonies under the auspices of the
GAR.

After the movement succeeded, all children were forced to pledge allegiance to the flag. Some
children or teachers who refused to pledge allegiance to the national flag were expelled from public
schools. Consequently, the American public school system lost diversity in the 1890s.
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はじめに

自由を至上価値とするアメリカ合衆国において、
公立学校で国旗が掲揚され、すべての子どもが国旗
への忠誠宣言を、事実上、強要されているのはなぜ
であろうか。本稿は、19世紀の末に公立学校で国旗
掲揚と、国旗と国家への忠誠宣言の儀式普及を推進
した運動（国旗掲揚運動と表記する）に焦点を当て

て、この運動が公教育の多様性にどのような影響を
与えたかを考察することをねらいとする。

アメリカ合衆国は、南北戦争を経て市民権法と憲
法修正14条を制定し、多様性を前提にした国家統合
を成し遂げた。統合のシンボルとして重要な機能を
もったのが国旗である。南北戦争以前にはいろいろ
な形の国旗があったが、20世紀のはじめに現在の形
に定まった。ところが、1890年代から、公立学校で
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の国旗掲揚儀式が広く普及し、1910年代には国旗へ
の忠誠を拒否する人々を公立学校から排除する事例
が各地に現れた。統合と自由と正義の象徴であった
国旗が、特定の人々を学校教育から排除する機能を
もつようになっていたのである。

国旗や忠誠宣言の成り立ちについてはかなり広く
知られているが1、子どもと学校教育に焦点を当て
たものは少ない。本稿は二つの課題を設定する。第
一に、愛国心の涵養と国旗掲揚運動が結びついてい
く過程を解明する。1890年代に、多くの学校は校庭
や屋上に国旗を立て、教室には国旗とワシントン大
統領やリンカン大統領の肖像画を掲げることが始
まった。これらは、アメリカ人の愛国心が高まった
ことを示す証拠とみることができるが、学校のカリ
キュラムに明記されることは少なく、実態をつかみ
にくい。本稿では、新聞や雑誌記事等を活用して、
その実態を見ていく2。

第二に、国旗掲揚運動が、教育における多様性を
促進したか、否定したのかを検証する。国旗掲揚や
国旗忠誠宣言を強要する教育と、多様性を認める教
育とは両立が可能であろうか。国旗忠誠宣言の普及
を推進した人々の行動と思想の分析をとおして、公
教育における多様性の実態を見ていく。

第⚑章 南北戦争の遺産：愛国心のシン
ボルとしての国旗

現代では戦場のどこでも国旗を掲げるのが常であ
るが、学校に国旗を掲げる習慣は南北戦争以前のア
メリカにはなかった。公立学校の校舎や教室を取り
上げた図書のなかで、国旗を掲揚している図は見つ
けることができないし3、その時代の教科書にも国
旗はほとんど出てこない4。図⚑は、雑誌ハーパー
ズ・ウィークリー（1864年⚗月16日発行）に掲載さ
れているトマス・ナスト5の作品「われらの旗」で
ある。中央の大きな円の説明には「すべての権利の
擁護者」、その上の円には「国旗の制作」、右回りに
見ていくと、「戦地からの帰還」、「艦上にて」、「死
者のまわりに」、「野営陣地にて」、「家庭にて」、「教
会にて」、「病院にて」、「戦場にて」、「出征」と絵が
並んでいる。国旗と戦争と宗教のつながりは明確に
見て取れるが、その中に学校はなかった6。1876年
の独立宣言100周年の祝祭や、翌年の1877年⚖月14
日の国旗決議100周年の祝典に際して、公共の建物
に国旗を掲げようとする運動はあったが、長くは続
かなかった。「戦争という熱狂的な事件が歴史に
なってしまうと、愛国心の高揚は次第に収まってい
き、1887年には学校に国旗が掲げられることも少な
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くなっていた｣7 のである。
学校に国旗を掲げようとする動きは、1880年代末

に盛り上がった。ニューヨーク市を例にみてみよ
う。ここでは、ボルチ大佐（Colonel George T.
Balch, 1828-1894）が活躍した。ボルチは、ウェス
トポイント陸軍士官学校を卒業したのち、南北戦争
に従軍した。戦後はしばらくニューヨーク市の会計
監査などをしていたが、1889年からニューヨーク市
教育委員会の会計監査に従事した8。

ボルチ大佐が精力的に取り組んだのは、すべての
子ども、とくに増えつつあった移民に対して、アメ
リカへの愛国心を教えこむことであった。彼は1889
年⚖月28日にニューヨーク市子ども救済協会に属す
る教師たちの会合で講演し、その講演を『愛国心を
教える方法』（1890）として刊行した。この中で、
愛国心教育の方法を五つにわけて説明した。①市民
性バッジを子どもに与えて、授業中に身に着けさせ
る。②品行のよい生徒に報酬として生徒旗を与え、
身に着けさせる。③学級全体として遅刻がなく、出
席率が良ければ、報酬として学級旗を与える。④学
校全体が合衆国に忠誠を尽くしていることが示され
れば、学校旗を与える。⑤学校が授業中であるかど
うかを示す信号旗を掲げる9。つまり、子どもは
バッジや旗を好むので、競って愛国心を示すように
させたのである。

だが、ボルチ大佐は国旗掲揚を強制しようとはし
なかった。「愛国者も聖人も法律で作ることはでき
ません。法律をつくることは、本当の愛国心を育て
るための王道ではありません。立法化は、この美徳
を育てるのを促すのに役立つかもしれませんが、そ
れを強制しても無駄です。愛国的な熱情を掻き立て
る力は、外からの力で動き出すというより、心のな
かから湧き出るものでなければなりません｣10 と強
調していた。愛国心形成と国旗崇拝とは直結してい
なかった。

第⚒章 国旗掲揚運動のはじまり

⚑．退役軍人会の活動：愛国心と国旗の結合
子どもの愛国心教育を国旗掲揚と関連づけるのに

大きく貢献したのは、米国陸海軍人会（G.A.R.）で
あった。この団体は、国旗を公立学校に掲げること
を強く主張しただけでなく、実際に多くの公立学校
に国旗を寄贈した。その贈呈式が大きなセレモニー
として各地の学校で大々的に挙行された。たとえ

ば、ニューヨーク州ロチェスター市をみると、1889
年⚒月22日のワシントン（初代大統領）誕生日の式
典に合わせて、G.A.R. の支部はすべての公立学校
に国旗を贈呈することをきめた。G.A.R. の委員会
は市の教育委員会と協議して、市庁舎で開催される
ワシントン生誕記念日式典のプログラムを作成し
た。プログラムによれば、音楽、祈祷（G.A.R. 従
軍牧師）、祝辞（市長）、コーラス（参加者全員）、
ワシントン言行録紹介、コーラス（生徒全員）、ワ
シントンとリンカン（講話）、音楽（楽隊）、自由と
統一国家（講話）、独唱とコーラス、ワシントンの
記憶（演説）、独唱とコーラス、戦場の旗（演説）、
コーラス（参加者全員）、アメリカ国旗に関するシ
ンポジウム、行進曲演奏（楽隊）、国旗贈呈式、お
礼の言葉（教育委員会委員長）、そして、最後にコー
ラスであった11。

式典のクライマックスは国旗贈呈式であった。式
典のはじめから徐々に子どもの愛国心を昂揚させな
がら、最後に国旗贈呈式とつなげている。国旗は

「永続する忠誠心と愛国心のシンボル｣12 として、
子どもの代表に対して、G.A.R. が授与した。国旗
は翌年の式典のなかで、子どもから次の学年の子ど
もに継承される。国旗を直接に受け取る栄誉を担う
生徒は、子どものなかから選ばれる。このようなシ
ステムをつくることで、国旗を授与されることがい
かに名誉なことであるかを子どもは実感する。国旗
が子どもの愛国心を掻き立てる道具であった。

ところが、式典の最後にあった教育委員会委員長
の演説を読むと、彼は国旗に対して関心をあまり示
していないことがわかる。彼は、国旗の贈呈を受け
る理由を、国
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、つぎのように述べている。「公立学校は、社会
の中のすべての階層の人々や条件を統一することの
できる本当にただひとつの力です。… 私たちが国
旗を受け取る理由は、学校が若者を、知的な投票者、
公平な心をもった陪審員、正直な裁判官、思慮深く
高潔な立法者、清廉潔白で実行力のある公務員にす
べきであると、我々が信じているからです｣13。す
なわち、教育委員会としては、国旗を掲揚すること
が目的ではなく、よい市民の形成がねらいであっ
た。

国旗の配布は G.A.R. の強い意向によって進めら
れた。この式典の経費をすべて G.A.R. が負担し
た14ことはそのことを証明している。また、1889年
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⚒月に、すべての学校に国旗を掲げることを求める
州法を提案したのは G.A.R. のニューヨーク支部で
あった15。グインターが、「教育者や教育委員会が
校庭に国旗を掲揚することに異議を唱えようものな
ら、米国軍人会の会員たちは、彼らに圧力を加える
ことも辞さなかった｣16 と述べているとおり、G.A.
R. の強い姿勢を教育委員会が受け入れざるを得な
かったのが実情であろう。

公立学校で国旗を掲げる運動を推進したのは、G.
A.R. だけではない。G.A.R. の女子部ともいうべき
婦人救済部隊（W.R.C. 1883結成）、アメリカ革命
の息子たち（S.A.R. 1889年結成）、アメリカ革命の
娘たち（D.A.R. 1890年結成）などが次々に結成さ
れた。退役軍人の関係者が中心になって結成された
これらの諸団体は、公立学校に対して国旗掲揚式典
の開催を強力に求め、国旗掲揚運動を推し進めた。
早い例では、1890年に、S.A.R. コネチカット州支
部が、⚖月14日の国旗記念日には、ひろく国旗を掲
げるべきであると提案していた17。D.A.R. は「星
条旗」を国歌にすること、国家と国旗を合衆国の象
徴として普及させることに熱心であった18。

このような状況をみると、教育関係者は愛国心形
成には熱心であったが、国旗掲揚を目的としていた
とは言えない。退役軍人を中心とした愛国的な団体
が最も積極的に公立学校に国旗を掲揚する運動を推
進したのである19。

⚒．子どもと国旗：子どもが大人を教育する
退役軍人が学校での国旗掲揚を求めて積極的な活

動を始めたとき、子どもは国旗をどのように受け止
めていたのか。二つの自伝的児童小説をみてみよ
う。必ずしも事実ではないが、その時代の子どもの
心情をよく示している。

ひ と つ は、ウ ィ ギ ン（Kate Douglass Wiggin,
1856-1923）が1907年に発表した『レベッカの青春

（New Chronicles of Rebecca）』である。この中に
「国旗の救出」という章がある20。要約すると次の
ような話である。レベッカは17歳で女子高等学院を
卒業する直前であった。国旗掲揚式の祭典が「この
世紀には二度とあるまいと思われるような規模で」
実施されることになった。レベッカらの女子生徒が
共同で国旗を制作しつつあった。子どもたちは「こ
れ以上は不可能と思えるほど道義心が向上した」。
国旗を立派なものに仕上げるためにレベッカがどれ

ほどの努力をしたかが詳細に描かれている。ところ
が、いよいよ国旗掲揚式の前日になって、国旗が盗
まれた。国旗を盗んだのは近くに住んでいて、評判
の良くないアブナーというおじさんであった。その
時のレベッカの心情をウィギンは次のように表現し
ている。「赤い生地の小さな切れが片隅からのぞい
ていた。この数週間、食事のときも、眠っていると
きも、夢の中でさえ思いつづけていた国旗なのだ。
見あやまるはずはなかった。待ちこがれ、そのため
に骨折り、そのために縫った、彼女の偶像の国旗、
その国旗が、いまアブナー・シンプソンの荷馬車の
うしろにのっているのだ」。そこでレベッカは必死
の思いで国旗を取り戻したが、アブナーは国旗を

「誰かの洗濯物」とか「ぼろっきれ」とけなす。そ
の言葉にレベッカは愕然とする。さらに、アブナー
は、「わしは、国なんてものに自分が何か特別な利
害があるものか、ないものか、いっこうわからねえ。
… わしが知ってるのは、自分の国に一文の借りも
ねえし、また国のなかに何一つ所有しちゃいねえて
ことだけだ｣21 という。少女レベッカが勇気をもっ
て、不道徳な大人にたいして、国旗と愛国心の大切
さを教えようとした話である。

もうひとつの児童小説は、ローラ・インガルス・
ワイルダー（Laura Ingalls Wilder, 1867-1957）の

『大草原の小さな家』（Little House on the Prairie,
1935）である。この児童小説をもとに、NBC テレ
ビ版が制作され、1974年から1983年に放送された22。
その中に「100周年記念祭 Centennial」という章が
ある。アメリカの独立宣言100周年を祝う式典に際
し、主人公のローラらが国旗を製作し、ロシア系移
民ユーリーがポールの製作を請け負ったという話で
ある。ローラ姉妹は国旗の製作に取り組めることに
感激し、熱心に取り組んだ。ところが、ユーリーは
ポールの完成を前に町を去らねばならなくなった。
ユーリーは英語が読めず、土地や家屋についての契
約内容を理解しておらず、住む家も土地も失ったの
である。それでも彼は国旗掲揚のポールを製作し、
村の集会場に持ってきた。そのとき彼は、「契約書
が読めなかったのは自分の無知のせいだ。ロシアに
は自由がなく、皇帝が君臨している。アメリカには
自由がある。子どもは無償で学校に行ける。子ども
は親に英語を教えてくれる。自由の国アメリカを誇
りに思う」と語ったのである。この話でも、移民も
愛国者であること、国旗を崇拝する子ども、そして、

教 育 学 論 究 第 13 号 2 0 2 1

【T：】Edianserver ／【関西学院】／教育学論究／第 13 号／
宮本健市郎 ⚕ 校

146



子どもが親を教育する姿を描いている。
いずれの話も、19世紀末に子どもが国旗を神聖な

ものとして受け入れたことを詳細に描いている。そ
のころ、国旗を崇拝する感情が子供の間で広がった
ことは確かである。そして、それが大人にも大きな
影響を与える契機になるのである。

現実に子どもに最も強い影響を与えたのは、子供
向けの人気雑誌『若者の友』であった。この雑誌は、
子どもに国旗を崇拝する心情を惹き起こすことに力
を注いだ。「公立学校に掲揚された国旗がもつ愛国
的影響力」という課題で、子どもからの作文コンテ
ストを開催したり、自前の国旗を掲げている学校
に、「学校での国旗の掲揚」の挿絵付き記念版を無
料で配布したりした23。『若者の友』に掲載された
記事には、以前は意味のない布の切れ端だったの
に、「それが国旗になるととても重要な意味をもつ
ようになる」と話す教師や、「国旗に対する子ども
の感情が大きく変化したことが私にはわかる。言葉
では伝わらないことも、国旗を掲げることで子ども
の愛国心が作られる」と述べる教師の話24が紹介さ
れている。雑誌が子どもの気持ちをうまくとらえた
のである。

⚓．コロンブス記念日式典の二面性：多様性の保障
と統合の追求

国旗掲揚運動の重要な画期となったのは、1892年
10月12日のコロンブス記念日式典であった。その日
は、コロンブスがアメリカを「発見」してから400
年の記念日であり、全国の多くの都市で式典が開催
された。式典の公式プログラムは『若者の友』に発
表された25。この式典のなかで「国旗への忠誠宣言」
という文言が初めて登場した26。文言の作者は同誌
編集者のフランシス・ベラミー（Francis Bellamy,
1855-1931）であった。

ベラミーはコロンブス記念日式典の公立学校祝賀
行事実行委員会の委員長であった。ミシガン州、テ
ネシー州、ロードアイランド州、マサチューセッツ
州の教育長が詳細を決める執行委員であった27。ベ
ラミーは1892年⚖月ころ、全国の教育長や教育者に
手紙を出して、全国の約1300万人の子どもたちを、
コロンブス記念日式典に参加させるように呼び掛け
た。ベラミーのメッセージには、『若者の友』が式
典を提案したこと、NEA も支持していること、全
国どこでも同じプログラムにすべきこと、国旗を掲

げ、子どもに国旗忠誠宣言をさせること、教師の指
導が重要であること、等が記載されていた28。

コロンブス記念日式典には二つの側面があった。
ひとつは、この式典がアメリカ人を共通の理念で統
合する機能をもっていたことである。国旗忠誠宣言
の儀式は、アメリカが欧州から離れ、一つの国家と
して統合されていること、国民としての自覚を示す
格好の機会であった。とくに注目すべきことは、ハ
リソン大統領の宣言29を根拠にして、全国でほぼ同
じ形式で式典が挙行されたことである。大統領は、

「この国のどの学校の校舎にも国旗を掲げよう。そ
して、われわれの若者にアメリカ市民としての愛国
的な義務を印象づけるような式典にしよう」と語り
かけた。合衆国憲法修正第⚑章にあるとおり、連邦
政府が教育に関する内容を直接に指示することはで
きない。逡巡するハリソン大統領に、ベラミーが強
力に働きかけたことで、大統領の宣言が実現したの
である30。大統領が宣言した公式プログラムは以下
のとおりである。

⚑．大統領宣言の読み上げ （式典主催者）
⚒．国旗掲揚 （退役軍人）
⚓．国旗忠誠宣言 （生徒）
⚔．神への感謝 （祈祷または聖書朗読）
⚕．コロンブス記念日の唱歌 （生徒と聴衆）
⚖．演説 （⚔世紀の意味）
⚗．頌歌
⚘．市民の演説と国歌
このプログラムにしたがって、ニューヨーク市を

はじめとして、多くの都市でコロンブス記念日式典
が、学校の生徒を駆り出して、挙行された。州全体
で取り組んだ場合もあり、たとえば、テネシー州で
は、教員は式典に参加し、カウンティ教育長を通し
て、州教育長に報告することになっていた31。

コロンブス記念日式典がもつもうひとつの意味と
して、多様性があったことを見逃すことができな
い。式典の形式についてみると、国旗忠誠宣言の儀
式は、ベラミーが定めた方式に統一されていたわけ
ではなかった。胸の前で腕を横にするもの（ベラ
ミー式）もあった32が、腕を曲げて頭に当てるもの

（ボルチ式）もあった。それぞれの都市や町で決め
ればよかったのである。ベラミーが定めた国旗忠誠
宣言の文句は「わが国旗への忠誠」であった。「わ
が国旗」が「合衆国の国旗」に変更されるのは1923
年のことであった。
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1892年時点での多様性を象徴しているものとして
とくに注目すべきなのは、カトリック系学校の対応
であった。コロンブス記念日式典をもっとも盛大に
祝い、誇らしく思ったのは、彼らであった。コロン
ブスはイタリア人であり、カトリック教徒であっ
た。多くの新聞記事は、式典とともに、コロンブス
が科学を信じて偉大な功績をあげたこと、それが科
学と公立学校の発展の基礎になったことを強調し、
コロンブスを褒めたたえた33。コロンブス記念日式
典は、イタリア系やアイルランド系のカトリックの
人々を鼓舞したのである。

ニューヨーク市では10月⚘日（土）から10月13日
（木）まで、大規模な式典が続いた。ニューヨーク
発信の記事によれば、「ニューヨークのコロンブス
記念行事のなかの一つの祭典である公立学校日は、
式典全体のなかでは第二段階にあたっていた。土曜
日と日曜日にあった祈祷や宗教的儀式にはあらゆる
信条や宗派の人が参加していた。その翌日には、新
世界を強力に高みへと押し上げていく教育の力がコ
スモポリタンなものであることを、同様に示した｣34

と紹介し、公教育が宗派や宗教を超えていることを
力説した。10月12日（水）のパレードでは⚕万人を
超える参加者があり、教育委員会の協力のもとに数
千の生徒がパレードに参加したが、同時にカトリッ
ク系の学校の生徒もこれに加わっていた35。

ニューヨーク州以外でも、多くの都市で宗派を超
えて式典が挙行されていた。ミネソタ州をみると、
10月22日の新聞に、いろいろな都市で、「公立学校
と G.A.R. が公式のプログラムを実行した。カト
リック系学校も式典に貢献した。すべての人がまと
まってパレードをした36」とある。10月26日の新聞
では、朝⚙時半から式典があって星条旗を掲げたこ
と、スペインやアイルランドの国旗も同時に掲げた
ことを紹介している37。ネブラスカ州の公立学校で
は半日を休日にしたところが多く、他州に比べて式
典は大規模ではなかったようだが、カトリック系の
学校での式典が注目を浴びた38。ペンシルバニア州
フリーランドでは、コロンブス記念日の大規模な祝
典に際し、イタリア系の市民がコロンブスの彫像を
寄贈し、市が始まって以来最大ともいえる大規模な
パレードが実施された39。このようにコロンブス記
念日式典がカトリック系の人々から好意的に受け止
められたことは、国旗に込められた多様性の保障と
いう理念が堅持されていたとみることができる。コ

ロンブス記念日式典は統合の理念もコスモポリタン
な性格を含んでいたのである。

第⚓章 国旗敬意法と国旗記念日の制定：
多様性の否定

コロンブス記念日式典は、国旗掲揚運動と国旗忠
誠宣言を普及させる契機になった。その後、国旗掲
揚運動はさらに高まりを見せ、多くの州で国旗敬意
法が成立し、国旗忠誠宣言が強制的になった。しか
し反面で、国旗崇拝の高まりを警戒する知識人も少
なくなかった。本章では、まず、国旗記念日の制定
にまで至る国旗掲揚運動の成果を確認し、次に、運
動に対する批判を確かめる。

⚑．国旗敬意法と国旗記念日の制定
ボルチ大佐が1894年に急死したのち、ニューヨー

ク州で国旗掲揚運動を強力に推進したのは、スキ
ナー（Charles R. Skinner, 1844-1928）州教育長で
あった。彼はニューヨーク州の下院議員などを経験
したのち、1895年⚔月に州教育長に就任した。就任
するとすぐに、国旗記念日（⚖月14日）に、学校で
式典を実施するように州の公立学校に要請した。そ
れだけではない。その年の10月には、国旗掲揚は公
立学校教員の義務であり、守らない場合は教職を罷
免されると宣言した40。1898年⚔月、アメリカとス
ペインとの戦争が始まる直前にニューヨーク市内で
開催された講演会では、「子どもはもっとも高貴な
市民性をもつように教育されなければならない。…
我々は、アイルランド系アメリカ人、ドイツ系アメ
リカ人、スペイン系アメリカ人とかをあまりにしば
しば聞いている。そのような呼称はアメリカ社会に
は存在してはならないと言いたい。彼らは完全なア
メリカ人でなければならず、さもなければ存在して
はならないのだ｣41 と語った。スキナーはたびたび
このような演説を繰り返していた。彼の主張は、
1898年⚔月22日に「州内の公立学校において、校舎
に合衆国旗を掲げ、愛国的儀式を奨励することを定
める法律」（国旗敬意法）となって結実した。スキ
ナーの活動はこれにとどまらなかった。国旗に敬意
を示すための儀式をさらに具体的に示す図書を、州
教育長の名前で出版した。470頁にもなるその図書
には、法律の解説はもちろん、国旗の歴史、意味、
国旗を讃える歌等が多数含まれていた42。スキナー
教育長が、国旗の儀式を厳格に定め、これに従わな
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い教員を排除しようとしていたことは明らかであっ
た。

1890年代には、国旗に敬意を示す儀式を詳細に述
べる図書が次々に出版された。ボルチ大佐の肖像画
を口絵にいれた『幼い市民のための愛国読本』が
1898年に出版された43。その中では、国旗への敬意
の示し方や、国旗の起源、頌歌などについて、子供
向けのやさしい問答形式で詳細な説明がある。小学
校で使いやすい書物であった。青年向けには、たと
えば、ユニテリアンの牧師ドルが著した『アメリカ
市民』が刊行されている。この書は公民科の教科書
として、良きアメリカ人とは何かを説いたものであ
る。市民権の起源、市民と政府、経済的義務（ビジ
ネスと金融）、社会的権利と義務、国際的義務につ
いての解説で構成されている。だが、興味深いの
は、1891年版と1906年版の違いである。この教科書
の1906年版では、国旗と愛国心が追加されていたの
である44。

公立学校での国旗掲揚の式典は、1900年代になる
と、式典で演説する愛国教師がだれであるかに注目
が集まった45。その式典の主役が、G.A.R. が組織の
役職に定めた「愛国教師」であったからである。こ
の役職は1890年代から各地の支部におかれていたよ
うだが46、1906年から、「全国愛国教師」という役
職が置かれた47。1914年には、愛国教師全国協会と
いう組織もできていた48。ワシントン誕生日の祝典
などで、学校で国旗掲揚の行事が開催されるときに
は、彼らが子どもたちの愛国心を掻き立てる演説を
したのである。

国旗記念日は、1890年代では州によって異なって
いた。⚒月22日（Pa. 州、ワシントンの誕生日）、
⚒月12日（NM 州：リンカンの誕生日）、⚙月29日

（Kans. 州）など、州ごとにいろいろであったが、
20世紀になると⚖月14日に集約されていった。1777
年⚖月14日に、大陸会議で国旗として採択されたこ
とにちなんでいる。ジョージ・ワシントンの求めに
応じて、国旗をデザインし、縫い上げたとされる
ベッツィ・ロスの伝説がボルチ大佐の『幼い市民の
ための愛国読本』や『若者の友』などで紹介された。
伝説であるが、国旗記念日を⚖月14日に定めること
が多くの州で受け入れられた理由のひとつと考えら
れる。コロンブス記念日式典のあと、翌年に半年に
わたってシカゴで開催されたコロンビア博覧会で
は、「アメリカ国旗の家ならびにベッツィ・ロス記
念協会」の会員証にロスを描いた絵が掲載され100
万枚以上が売れた49。

20世紀になると、国旗掲揚運動はさらに広がっ
た。コロンビア特別区で刊行されていた新聞 The
Evening Times に掲載された公立学校での国旗儀式
に関する新聞記事を列挙したものが表⚑である。コ
ロンビア特別区は州ではないので、連邦政府の意向
が最も直接的に反映されるところである。ここで
は、新聞記事をみても、国旗掲揚儀式に関するもの
が他州に比べて抜きん出て多い。

表から明らかなように、1890年代の半ばから、公
立学校で記念式典を開くことは始まっていた。公立
学校における式典なので、教育委員会の許可が必要
であるのはいうまもないが（図⚒）、当初から退役
軍人会の強い要望にもとづいていたことは明らかで
ある。事実上は S.A.R.や G.A.R. という退役軍人会
が主催と言えるほどであった（図⚓）。このような
動きをみると、1890年代から1910年代にかけて、国
旗掲揚の儀式が厳密に定められつつあったことが確
認できる。
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表⚑ コロンビア特別区における国旗関連年表［The Evening Times 記事より]50

1892.10.12 コロンブス記念日祝典

1896.06.11 国旗記念日祝賀会を開くのに、公立学校はもっともふさわしい。

1898.06.13 ⚔年前から国旗記念日に公立学校で記念式典の挙行が始まった。

1900.06.06 S.A.R. が教育長に国旗記念日の式典挙行を要望

1901.12.07 S.A.R. が公立学校に国旗を提供

1902.06.14 国旗記念日式典は全国的な制度として確立

1903.06.15 国旗記念日の行事は10年目。公立学校の生徒⚕万人が忠誠宣言

1908.06.03 G.A.R. の Perham が、公立学校での国旗記念日式典で指揮

1908.06.11 特別区教育委員会決議文。市民は国旗を掲げること（図⚒）

1909.06.10 G.A.R. の愛国教師が国旗記念日を宣言。特別区教育委員会許可

1917.06.14 公立学校での国旗掲揚儀式は G.A.R. が主催（図⚓）



⚒．国旗崇拝への警戒
ここまで、国旗掲揚運動が順調に発展してきたこ

とを見てきたが、実は、当初から、その動きに批判
的な意見は少なくなかった。先に、ボルチ大佐が国
旗崇拝に批判的であったことを紹介した。ロチェス
ターの教育委員会委員長も、国旗崇拝を強く推奨し
てはいなかった。

こうした考え方は一部の知識人の間では珍しいこ
とではなかった。たとえば、リベラルな雑誌として
知られた『競技場』（The Arena）をみると、1890
年 に ブ ラ ウ ン 大 学 学 長 の ア ン ド ル ー ズ（E.
Benjamin Andrews）の記事がある。彼は、良き市
民、愛国者を形成することが公立学校の役割である
ことを明言したうえで、「確かに、私はこの習慣（国
旗を校舎に掲げること：筆者）を心から称賛します
が、現代では、合衆国の国旗が多くの人にとっては
盲目的崇拝の対象になってしまう危険性があると危
惧しています。十字架の着用だけではキリスト教徒
とは言えないように、国旗を校舎のうえに掲げれ
ば、それだけで私たちがこの国の繁栄のために忠実
に尽くしているということにはなりません。星条旗
に意味があるのではありません。星条旗が象徴する
もの、すなわち、自由、統合、権利、法律、諸国家

の間に善を求める力、これらこそが、市民としての
私たちの熱情を正しく刺激するものなのです」（下
線筆者)51 と警告を発した。国旗そのものではな
く、国旗のもつ統合機能に注目したのである。

ニューヨーク州で国旗敬意法が成立したあとで
は、「国旗を汚さないように法律で強制したり、学
校の子供たちの目の前で国旗を誇示したり、国旗の
日にこの国を讃える朗読をしたり、特別に用意され
た教科書を使ったりして、国民に愛国心を法律で教
え込むことはできない。子どもは成長すると、現実
の諸問題に直面するものであり、（国家について：
筆者）、経験や観察にもとづかない派手な印象しか
ないとすれば、幻滅することになるだろう。…かれ
らは、感情を超えて、深刻な事実を見るのである。
…彼らは、理論のうえからではなく、実際に国旗が
擁護しているものは何かを問い始めるのである52」
と、同雑誌の記事は国旗敬意法を批判した。

プリンストン大学教授のウィルソン（のちの大統
領）は、トクヴィルを援用しながら、情報や知識が
多様であることが、民主主義の基礎になると考え
た。「私たちは、意見を戦わせたり、討論をしたり
する知的な国家組織を持っている。したがって、そ
こでは、意見の相違は、いわば一種の良心の命令で
あり、私たちが発展し、洗練されていくのは、意見
の相違のおかげであり、意見が単一であるからでは
ない53」という。したがって、国旗に対しても自分
の意見をもって反発することを認めるのである。

これらの批判は、アメリカ人の愛国心を高めるこ
とを求めていた点では、運動を推進していた人々と
共通の立場である。だが、感情的に国旗を崇拝する
よりも、理性的に国旗が意味するところをつかむこ
と、すなわち、自由や意見の相違を重視していたと
いえる。そのような多様性を維持しつつ、愛国心を
涵養することで、国民の統合を図ろうとしたとみる
ことができる。

⚓．国旗忠誠宣言の拒否事件：排除の進行
1910年代になると、学校での国旗掲揚と国旗の忠

誠宣言は、ほとんどどこの町でも実施されるように
なっていた。それと同時に、国旗忠誠宣言を拒否す
る子どもや親を排除する動きが各地で起こった。い
くつかの事例をみてみよう。

1912年10月、ニュージャージー州のハイスクール
では、ニューヨークの会計監査官の息子（17歳）が、
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図2 The Evening Star, June 11, 1908

図3 The Evening Star, June 14, 1917



学校の授業を欠席した。親が忠誠宣言の拒否するよ
うに息子に命じたのであった。村の教育委員会は少
年に再考を促したが、少年は親の言いつけを守って
忠誠宣言を拒否するということだったので、結局、
放校処分となった54。

1912年11月、ユタ州のソルト・レイク市では、13
歳の少女が国旗への忠誠宣言を拒んだ。新聞記事で
は、少女は、養父から社会主義を教えられ、アメリ
カ国旗よりも社会主義の方がよいと主張し、退学に
なった55。その後、ロサンゼルスの学校に入学する
ことになったと新聞は報じている。

1916年⚓月、アイオワ州で、11歳の黒人少年は、
「アメリカは白人の国だ。自分に祖国はない」と言
い放ち、地区判事の命令にもかかわらず、学校で国
旗に敬意を示すことを拒否した。彼は怠学取締官に
よって逮捕された56。

類似の事例は探せばいくらも出てくると思われ
る。彼らの信条は明確に拒否され、公教育から排除
されたのである。

おわりに

アメリカは南北戦争を経て一つの国になり、市民
権法によって「市民権」の概念が確立した。そのこ
とは、多様な人々がアメリカ人になることを可能に
した。多様性教育の起源をここに見ることができ
る。戦争時の旗印でもあった国旗は、その理念の象
徴であった。

1890年ころまでは、愛国心の形成と国旗掲揚は直
結していたわけではなかった。たしかに、国旗は愛
国者をつくるための道具の一つではあったが、国旗
そのものよりも、国旗が意味する自由や正義が重視
された。国旗には、多様な人々を包み込んでアメリ
カ人を形成するというコスモポリタン的性格もあっ
た。

1892年のコロンブス記念日式典のころから、国旗
そのものを崇拝する傾向が全国で強まっていった。

『若者の友』のような児童向けの雑誌や、子ども向
けの読本が、子どもの愛国心を掻き立てた。G.A.R.
等の退役軍人を中心とした組織も、教育委員会に強
く働きかけて、子どもを動員して、公立学校での国
旗掲揚と国旗忠誠宣言を普及させようとした。愛国
心は論理ではなく、心情であった。

1910年代になると、国旗忠誠宣言を拒否する生徒
が放校になるという事件が頻発するようになった。

そのことは、国旗が自由や多様な人々を統合する象
徴ではなく、異質なものを排除する道具になったこ
とを意味している。公教育における多様性が否定さ
れたのである57。もちろん、この動きを批判する知
識人や教育者もいたのだが、大きな国旗掲揚運動の
なかで、その声は目立たなくなった。

ウィルソン大統領は、⚖月14日を、連邦政府が定
める国旗記念日に指定した。かつて、国旗を盲目的
に崇拝する姿勢を批判したウィルソンであったが、
世論の流れに抗しきれなかったのだろうか。この時
代の社会思想の潮流のなかで、国旗掲揚運動の意義
をあらためて検討することを次の課題にしたい。
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